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NavicuLa viri血La var. viri必必a f. V口双加La は陸水に広く分布し，特に，冷水域に
多く出現する種である。この種の変異性についてはすでに調査され （ 小林 • 福島ら 1972),
横条線の密度測定はどの位置で行うべきかもこの種で検討されている （ 印東 ・ 寺尾 • 福島 1980 ) 。
上記の変異性について検討された材料は相模川のもので，今回は，相模川よりかなり離れた青


























Navi叫 a viriduta var. vi元dutaf. vi rid辺a (外形線状披針形
）
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Nauic吟 uiridutavar. uirid叫af. uirid吟 （両端部の突出が明瞭）
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Navicula viriduta var. viriduta f. viriduta (中心域大形 ）
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Navicula viridula var. viridula f. viridula (中心域の左右の形ほぼ同 じ）
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Plate 10 




印 東 弘 玄 ・寺尾公子
I ~ 
Navicuta viriduta var. viriduta f. viriduta (横条線の一部に真直なものがあるA~B)
（中央に長短交互型の横条線がある C~E)（横条線の一部に、状のものがある F~J)









Navicuta viriduta var. viriduta f. viri
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Navic必aviridula var. viridul,a f. virid以a





ケイ殻長は 32~66μmでモードは 49~53μm, 巾は 9.5~ ll.5μmでモードは 10.5μmで
ある （図 1)，相摸川でえられたものは，ケイ殻長 32~54μmでモードは 41~43μm, 巾は
8 ~ 11 μmでモードは 10μmであり両者を比較すると，ケイ殻の大きさはほぽ似ているが，相
模川のほうが浅瀕石川より少し小形のようである。また，外国の測定値と比較すると， Cleve
(1895)はケイ殻長 50~70μm, 巾B~IOμm,Meister(1912) 40~80μmx 10~15μm, 
Hustedt (1930) 40~ 80 μm X 10~ 15 μm, Cleve -Euler (1953) 3.5 ~ 70 μm X 9~ 15 μm, 
Ratrick • Reimer(1966) 3.5~80μmx 10~15μmと記されており，日本の値とほぼ似てい
るが諸外国より少し小形な個体が多いといえる。
ケイ殻長と巾との相関係数は 0.246で信頼度99％では相関関係を認めることができないが，
95％では認めることができ，回帰式は y=0.02.x+ 9.72となる （図 2)，これは，ケイ殻長
の較差が 34μmであるのに対して，ケイ殻巾は僅か 2μmにすぎないからである。これに関連
してケイ殻長：ケイ殻巾の比
は 3.1: 1より 6.6: 1まで
みられそのモードは 5.1~5.5





Cleve (1895) 10本， Dippel
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図1. ケイ殻長とケイ殻巾のヒストグラム
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図 6. 中心節の間隔のヒス トグラ ム
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図8. 先端突出の不明瞭な個体のヒストグラム




中心節の間隔は 1~ 3μm, モードは 2μmでその差はかなり大きく，そのヒストグラムは図
6に示す。ケイ殻長と中心節の間隔との相関関係は図 7に示 し，両者の相関係数 r= 0.565で
信頼度95%,99％ともに正の相関関係が認められ，その回帰式は y=0.03.x十 0.59である。




巾も小形で9.5~11μmでモードは lOμmである。しかし，中央部横条線は lOμm間に 9~11
本でモードは10本，さらに先端部の横条線は12~14本でモードは12本（図8)である。この横
条線密度は，全個体とまったく変りない。 Patrick • Reimerは基本種 Navicula vi元duta
var. vi元duta f. viれd必a と変種 Navi cuta vi riduta var. avenacea との異なる点は
先端部が くびれていないことと，横条線がやや密で10~12本 （基本種 8~10本 ）としているが，
今回基本種とした個体群は 9~12:<本で，大部分は10本である。今回の資料は Patrick • Reimer
(1966)の基本種と var. avenacea の中間的な値で横条線の密度では，どちらとも判定しが
たいが，先端部の突出の状態からみて var. viれdut'af. vい双紐la と推定した。しかし，
これら var.avenacea に似た個体は今回の資料の var.viriduta f. vi rid辺a とでは，
突出が不明瞭なことと，やや小形である他には全く相異しない。ゆえに，個体が小形化するに
したがって，ケイ殻長の較差が大であるのに対して巾の較差がとても小さいため，先端部の突
出が大変弱くな っている。このことから，突出の不明な46個体は var. vげiduta f. viri — 
du/,aの小形化したもので var. avenacea とは異なると考えられる （図 8)。
4. ま と め
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青森県浅瀕石川の Navむuta viri血ta var. vir泣uta f. viri血ta のケイ殻の外形は，
線状披針形から披針形で前者は概して大形のものが多い。両端部は弱い嘴状に突出するが，突
出の不明瞭な個体もあり，このようなものは一般に小形で，形態は var. avenacea とほぽ
類似するがその外形は， var. viriduta f. vi riduta と全く連鎖するもので，横条線の密度
も var. viriduta f. v口辺uta と区別することができない。よって ，これらの個体は






Navicuta viri叫 a(KUtz.) Ehr. var. viriduta forma viriduta 
Rabenhorst, SUssw. Diat. 38(1853); Brun, Diat. Alp. et Jura 80, pl. 8 
fig.7(1880); Cleve et Grunow, in Kung!. Svensk.Vet.-Akad. Handl.17(2):34pl. 
2f. 35(1880); van Heurck Synop. Diat. Belg. 84 pl. 7 f. 25 (1880~'85); De 
Toni, Syl. Alg. 2 : 43 (1891); Cleve, Kungl. Svensk. Vet. -Akad. Hand!. 26 
: 15(1895); van Heurck, Treat. Diatom. 179 pl. 3 f. 115(1896); Peragallo et 
Peragallo, Diat. Mar. Fr. 95(1897~'8); Dippel, Diat. Rhein-Mainebene 43 
f. 83 (1904); Schiinfeldt, Diat. Germ. 157 pl. 11 f. 170 (19fJ7); Meister, 
Kieselalg. Schw. 139 pl. 21 f. 10 (1912) ; Hustedt, in Slissw. Fl. 10: 297, 
f. 503(1930); Sabelina et al., Diat. Vodor. 33 (1951); Cleve-Euler, in 
Kung!. Svensk. Vetensk. Handl. 150 (1953) ; van der Werff et. Huls, Diat. 
Nederl. P. D. G. XVI 109 (1957~) ; Hendy, in Introd. Acc. Small. Alg. Brit. 
Coast. Wat. S: 200 (1964)： 小林•福島 ・ 前田・長井 ・ 高根 · 館野，横浜市大論叢 23
(2)自然科学： 108pl.13~24 (1972)； 福島・福島 ・小林，藻類植生と水質汚濁S: pl. 46 
~48 (1975)；加藤・小林・南雲，八郎潟調整地生物相 99 pl. 12 f. 164 (1977)。
ケイ殻は線状披針形から披針形。 先端は広円状で，先端部は弱い嘴状に突出しているが突




1邸，モ ード10本，両端部で11~14本，モード12本。中心節の間隔は l~3μm, モード 2μm
でケイ殻長との間に正の相関関係がみられる。
